
当日論旨：おはようございます．進行役の廣畑です．令和8度第1回住吉区医師会感染対策カンファレンスを始めます．

参加医療機関：
SMICCﾒﾝﾊﾞｰ：井谷医院，河南医院，北谷医院，小松原千鶴子診療所，小山医院，澤田医院，しもの内科・内視鏡ｸﾘﾆｯｸ，辻村内科循環器科，畑小児科，中西ｸﾘﾆｯｸ，にしじま内科・小児
科，ひつじ Baby&Kids Clinic，小児科南野ｸﾘﾆｯｸ，もりﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ，李ｸﾘﾆｯｸ，わたべｸﾘﾆｯｸ，あきやまｸﾘﾆｯｸ，あびこ内科外科大橋ｸﾘﾆｯｸ，かわらだ心臓足血管ｸﾘﾆｯｸ，よしみ耳鼻咽喉科，
小森内科，住吉あびこ内科循環器さこんﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ，みどりｸﾘﾆｯｸ，武田小児科医院，てらかど診療所，中川ｸﾘﾆｯｸ，にいのぶ内科，西村ｸﾘﾆｯｸ．平井医院，こどもｸﾘﾆｯｸ森，あびこ森村ｸﾘﾆｯｸ．
渡部診療所
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加：桂診療所，権藤診療所
司会進行･文責：廣畑健(広畑医院)



当日論旨：今日の予定です．
先生方にご協力いただいておりますSMICCと大阪府感染症センター，国立感染症研究所の発表データによる感染症動向．
続いて耐性菌対策，そして本日の特別講演は神戸大学の宮良高維先生の『今冬の感染症対策とワクチン』となっております．

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2



当日論旨：住吉区医師会感染対策カンファレンスの参加医療機関の推移です．
3年前から現在3倍の37医療機関の先生方が参加しておられます．続いて参加医療機関の先生方からの感染症報告の集計です
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当日論旨：それでは先生方にご協力いただいた感染症検査数と陽性率の集計です

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2



当日論旨：左側新型コロナ感染症．右側インフルエンザで，よく見ますとコロナもインフルエンザも2023年シーズンから2峰性
のようで，コロナは冬と夏，インフルは初秋と2月ごろのようです．大阪府，全国の国立感染症研究所のデータも同様のようです．
今シーズンはインフルエンザが早くも流行期ということですが，いったん減少して1月ごろに再び増加となるのでしょうか．要注
意と思われます．

住吉区医師会感染対策
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当日論旨：ノロ，ロタ，感染性腸炎，毎年寒い時期から初夏に増加傾向のようです．2016年を除いて極端な増加は見られていま
せん．

住吉区医師会感染対策
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当日論旨：左側アデノは住吉区，大阪府，国立感染研とも初夏頃小さいピークがありますが例年並みのようです．
右側A群溶連菌は住吉区，大阪府，全国で昨年と例年並みかやや増加の様子です．今後も年間通しての注意が必要のようです．
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当日論旨：左側RSウイルス感染症は住吉区，大阪，国立感染研いずれも近年は小さな2峰性のようです．成人も要注意感染症で
すのでワクチンも検討が必要でしょう．
右側ヒトメタニューモは住吉区だけの集計です．今年は前半に1つのピークがありその後も一定数陽性のようです．
昨年の4月から急性の上気道炎下気道炎を表す急性呼吸器感染症が加わっております．この2つのグラフを見ると急性呼吸器感染
症年間を通してライノ，エンテロウイルスが一定数検出されていて，冬季にインフルエンザが上乗せされARIの約半分がインフル
エンザとなっていることがわかります．
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当日論旨：麻疹・風疹です．住吉区でもパラパラ検査が行われております．
今年は春過ぎまでに2019年並みに増加したようですがそれ以後の増加はないようです．地域順では東京，鹿児島，愛知，大阪と
なっております．今のところ日本では海外からの輸入感染症で東南アジア諸国からの持ち込みが多いようです．現在長居競技場
で愛知名古屋アジア競技会が開催されており，いつクリニックに来られるかわかりませんので注意が必要と思われます．予防接
種接種率は2回接種者が92%と全国では35位です．
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当日論旨：左側ムンプス：例年並みです．全国的には流行は見られておりません．
右側水痘は住吉区大阪全国で同様に昨年並みですが近年増加傾向のようです．
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当日論旨：左側手足口病，今年は夏場に増加しておりました．大人も再感染された方が多かったようです．現在のところ流行は
みられていません．
右側マイコプラズマ：現在全国的にはやや多いようですが大阪では例年並みのようです．
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当日論旨：現在の国内要注意情報です
国立感染研からはインフルエンザ，COVID19,急性呼吸器感染症，RS，A型溶連菌感染症，水痘，紅斑，ヘルパンギーナ増加，
マイコプラズマ，ロタ，流行性耳下腺炎は減少傾向の週報．
検疫所FORTHからコンゴでのエボラ出血熱の注意勧告．住吉区や長居公園含め大阪でも海外からの方が多く見られるようになっ
ていますので受診されるかもしれません．
下はNHK健康情報からの全国と大阪の感染症データです．第36週時点でコロナ・インフルエンザ・RSなど上昇，がみられていま
す．先ほどの比較グラフでも大阪では増加を示しておりましたので要注意でしょう
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当日論旨：そして大阪感染症情報センターからの9月15日の情報です．インフルエンザは昨年より早い時期の増加．今週発表の
39週報ではインフルエンザが更に増加を示しておりました． RSウイルス感染症は昨年よりやや減少も増加中の様です．妊婦さ
んの定期接種も開始されておりますのでワクチンの効果を期待したいところです．
5類感染症の中では梅毒が切れ目なく増加中です．

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2



当日論旨：続いては耐性菌の話題です．上の段左natureの記事では薬剤耐性菌関連死が2050年までに70％増加し4000万人と
載っています．日本においてはAMRによる直接死亡は2021年時点で年間約114万人（関連は約死亡471万人）と推計されていま
す．上の段中央，日本の耐性菌分離状況です．MRSAおよび多剤耐性緑膿菌（MDRP）は2008年以降やや減少傾向，ESBL産生大
腸菌・肺炎桿菌は世界の多くの国と同様に増加を続けています上の段右，日本における人に対する抗菌薬処方状況は2020年頃減
少していましたが，23年24年と再び増加傾向目標値を大きく上回っています．下の段左，使用された抗菌薬は多い順にマクロラ
イド系，セフェム系，キノロン系となっています．下の段中央，AWARE分類のAccess抗菌薬使用割合は少しづつ増加している
ますが右端のWHOの目標には程遠い感じ．下の段右，抗菌薬は人だけでなく畜産動物などにもたくさん使用されておりワンヘル
スの概念が重要視されています．

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2



当日論旨：続いて耐性菌対策です．
左は当院(広畑医院)でこの半年に行った皮膚や痰からの細菌培養結果です．様々な細菌が検出されておりますが耐性菌としては
MRSA,MRCNS,ESBL産生菌が18％ほどをしめています．
中央は診療所版J-SIPHE OASCISのスクリーンショットです．これも私のところ(広畑医院)の抗菌薬使用状況をOASCISに登録し
て得られたもので，Access抗菌薬使用比率60％以上，使用順位30％以内目標達成維持しております．特段感染が治りにくいとい
う印象もありませんが必要に応じて変更や最初から抗菌薬を処方しないという方向で進められると考えています．
右はAMRリファレンスセンターからアクセス分類基準内の証明書です．

住吉区医師会感染対策
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当日論旨： AWaRe分類の抗菌薬の表です．
毎回お示ししておりますが，2025年12月のリニューアル版．3月提示と同じ資料です．
緑がAccess抗菌薬です．できればこの抗菌薬をファーストチョイスにという厚労省からのお達しです．
以上，今期の感染症集計定例報告終わります
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当日論旨：続きまして本日のメインコーナー宮良高維先生のご講演です．
みやら先生のご略歴は資料の通りですが琉球大学医学部ご卒業され現在神戸大学病院感染制御部教授を務めておられます．ただ
いま日本全国で活躍中で，数々の感染症関連学会などの幹事や理事もつとめておられます．
ご講演や感染症・ワクチンに関してご質問おありだと思いますが，時間と画面の関係上ご質問は講演中にズームのチャットでお
送りください．よろしくお願いします．
それではさっそく宮良先生「今冬の感染症対策とワクチン」のご講演お願い申し上げます．

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2



神戸大学医学部附属病院感染制御部部長・特任教授宮良高維先生の講演
「今冬の感染対策とワクチン」

宮良高維先生ご提供

住吉区医師会感染対策
カンファレンス2026.10.2
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当日論旨：
• 肺炎球菌肺炎：進行が速く時間単位で悪化する．肺炎所見が見られない場合も髄膜炎を発症していることがある．イン

フルエンザそのものへの対策（ワクチン接種）が，細菌性肺炎の予防にも直結する．インフルエンザワクチンと肺炎球
菌ワクチンの併用推奨．
日本における侵襲性肺炎球菌感染症の罹患率：人口10万人あたり約10人，コロナ禍以降再び増加傾向
肺炎球菌ワクチン（PCV）は新たに PCV20 と PCV21 の2種類が承認済み．

• 新型コロナウイルス感染症
コロナによる死亡率はインフルエンザより圧倒的に高い状態が続いている．
ワクチン接種により感染率・入院率の低減が日本のデータでも確認．
50歳以上の高齢者への定期接種が特に重要．

• インフルエンザ
今シーズンはインフルエンザの流行が例年より早期に開始しており，接種のタイミングが重要
推奨接種時期：10月〜11月頃が最適．早期接種でも2月頃まで効果が維持される可能性あり．
高容量バージョンのインフルエンザワクチンは，来年以降に延期の見込み．

• RSV：感染は小児・高齢者の２峰性．小児，高齢者ともに重症化の可能性もある．RSウイルスワクチンは3社から発売
されておりいずれも80%以上の奏功率．副反応としてギランバレー症候群がコロナワクチンよりやや多い．

廣畑まとめ

宮良高維先生ご提供
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神戸大学医学部附属病院感染制御部部長・特任教授宮良高維先生の講演
「今冬の感染対策とワクチン」



当日論旨：ちょうどの時間となりましたので本日の住吉区医師会感染対策カンファレンスSMICCを終わります．
神戸大学病院医学部附属病院感染制御学特任教授・宮良高維先生には朝早くから貴重なご講演誠にありがとうございました．
次回のSMICCは2027年3月の予定です．詳細決まり次第お知らせ申し上げます．
ご参加の先生方ご苦労様でした．どうぞご退席ください．

住吉区医師会感染対策
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